






要約:乳幼児健診に発達健診が取り入れられて約 10年が経過した。健診によって得られた

データを縦断的に検討し、さらに就学前の発達状態と比較検討することによって、現行の

発達健診の問題点を明らかすることを試みた。この結果、乳児健診はその後の健診との相

関がなく、1才半、3才児健診、就学前の発達状態との間には有意の相関があることが解っ

た。 


